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次のとおりである。1）ノンパラメトリックベイズモデルである Manifold Relevance 
Determination（MRD）モデルを用いて、筋活動信号と対応する指の運動学信号とのシ
ナジーを介した非線形関係を抽出する新しい戦略を提案した。 2）抽出したシナジーの
徹底的な分析を行った。 3）複数の sEMG 信号から、23 関節骨格を有する手モデルの
五指運動を推定するとき、MRD モデルを用いた推定方法が、従来一般的であった推定
手法よりも優れており、多指人工装具の直感的な制御につながることを示した。4）新







に用いられる手法は、非負値行列分解（Non-negative Matrix Factorization; NMF）法








いられ、現在は IEEE DataPort で公開されているデータセットを用いてモデリングと






があることを示した。そして、MRD を用いた提案手法により、前腕の sEMG 信号から
の五指運動推定精度が、他の一般的な線形および非線形回帰技術を上回ることを示した。
さらに改めて sEMG データのみに対して MRD を適用し、筋シナジーを抽出したとこ














した結果、本論文が博士（ 工学 ）の学位に十分値するものであると判断した。 
